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牛
頭
山
初
祖
法
融
禅
師

詮
釈

「心
銘』

石

野

回
目

幹

は
じ
め
に

本
稿
は
中
国
禅
宗
第
四
祖
道
信
大
医
禅
師
芳
出
の
法
嗣
、
牛
頭
山
法
融
禅
師
が
著
し
た
『
心
銘
』
の
訳
註
で
あ
る
。
『
心
銘
』
と
は
、
『
景
徳

侍
燈
録
』
巻
第
三
十
に
収
録
さ
れ
る
四
言

・
百
九
十
八
句

・
七
百
九
十
二
文
字
か
ら
成
る
詩
頒
で
、
衆
生
本
有
の
心
性
、
即
ち
仏
性
を
不
生
不

滅

・
平
等
一
如
の
境
地
か
ら
一
極
い
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

法
融
は
潤
州
延
陵
の
人
で
、
姓
は
章
氏
。
十
九
歳
の
時
に
は
そ
の
学
問
は
経
典

・
史
書
に
通
じ
、

後
に
大
般
若
経
を
閲
読
し
、
真
空
不
空
の

空
に
暁
達
し
た
。
そ
の
後
、
茅
山
の
奥
法
師
に
参
じ
て
出
家
し
、
一
ニ
論
宗
の
空
思
想
を
学
ん
だ
。
当
時
の
法
融
は
、
法
融
伝

円1
）
に
一一一
日
う
よ
う

に
、
他
を
顧
る
こ
と
な
く
ひ
た
す
ら
般
若
の
正
観
三
昧
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、

そ
の
思
想
に
は
、
浪
絶
無
寄
な
る
三

論
宗
の
、
徹
底
し
た
否
定
の
後
に
真
実
を
見
る
と
い
う
あ
り
方
が
随
所
に
か
い
ま
見
ら
れ
る
。
法
融
の
空
思
想
の
基
盤
は
こ
の
時
に
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
観
心
三
昧
に
明
け
暮
れ
る
も
、
真
理
を
外
に
求
め
て
未
だ
主
客
の
相
対

・
対
治
と
い
う

あ
り
方
か
ら
離
れ
き
っ
て
い
な
か
っ
た
彼
に
、
四
祖
道
信
は

3
観
行
を
否
定
し
、
対
治
・
外
求
を
借
り
な
い
人
人
本
異
の
仏
性
を
説
示
し
て

法
を
付
嘱
し
た
。
本
来
不
生
平
等
な
る
心
性
を
説
く
こ
の
『
心
銘
』
は
、
か
く
し
て
完
成
さ
れ
る
に
到
る
。
道
信
は
衆
生
本
来
具
足
の
真
心
を

説
い
た
が
、
彼
の
師
で
あ
る
三
祖
僧
燦
も
平
等
・
不
二
な
る
信
心
を
説
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
『
心
銘
』
は
そ
の
語
、
内
容
共
に
僧
燦
の
『
信
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心
銘
』
と
酷
似
し
た
部
分
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
僧
燦
と
法
敵
と
は
時
代
か
ら
見
て
も
さ
ほ
ど
離
れ
て
お
ら
ず
、
思
想
的
に
も
正
伝
の
法
を
受

け
継
い
で
い
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
伺
え
る
。
本
稿
は
、
底
本
に
『
景
徳
侍
燈
録
』
巻
第
三
十
所
収
の
も
の
（
『
大
正
新
儲
大
蔵
経
』
巻
第
五

十
一
所
収
）
を
用
い
、
原
文
を
掲
げ
て
そ
れ
に
訓
読
文
、
和
訳
文
、
及
び
注
釈
を
施
し
た
。
尚
、
本
稿
は
も
と
も
と
論
考
と
併
せ
て
発
表
す
る

予
定
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
紙
数
等
の
関
係
も
あ
り
、
論
考
の
部
分
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

牛
頭
山
初
祖
法
融
稼
師
心
銘

心
性
不
生
。
何
須
知
見
。
本
無
一
法
。
誰
論
窯
錬
。
往
返
無
端
。
追
尋
不
見
。

一
切
莫
作
。
明
寂
自
現
。

前
際
如
空
。
知
慮
迷
宗
。
分
明
照
境
。
隠
照
宜
〈
蒙
。

一
心
有
滞
。
諸
法
不
通
。
去
来
自
爾
。
胡
偲
推
窮
。

生
無
生
相
。
生
照
一
向
。
欲
得
心
滞
。
無
心
用
功
。
縦
横
無
照
。
最
矯
微
妙
。
知
法
無
知
。
無
知
知
要
。

将
心
守
静
。
猶
未
縦
病
。
生
死
忘
懐
。
即
是
本
性
。
至
理
無
詮
。
非
解
非
纏
。
蜜
通
臆
物
。
常
在
日
前
。

目
前
無
物
。
無
物
宛
然
。
不
労
知
回
援
。
鰻
自
虚
玄
。
念
起
念
滅
。

前
後
無
別
。
後
念
不
生
。
前
念
自
絶
。

三
世
無
物
。
無
心
無
例
。
衆
生
無
心
。
依
無
心
出
。
分
別
凡
聖
。
煩
悩
縛
盛
。
計
校
一
帯
常
。
求
異
背
正。

隻
浪
射
治
。
滋
然
明
浄
。
不
須
功
巧
。
守
嬰
児
行
。
懐
慢
了
知
。
見
網
縛
禰
。
寂
寂
無
見
。
暗
室
不
移
。

埋
懐
無
妄
。
寂
寂
明
亮
。
高
象
常
員
。
森
羅
一
相
。
去
来
坐
立
。

無
合
無
散
。
不
運
不
疾
。
明
寂
自
然
。
不
可
言
及
。
心
無
異
心
。
不
断
食
淫
。
性
空
白
離
。
任
運
浮
沈
。

一
切
莫
執
。
決
定
無
方
。
誰
矯
出
入
。

非
清
非
濁
。
非
浅
非
深
。
本
来
非
古
。
見
在
非
今
。
見
在
無
住
。
見
在
本
心
。
本
来
不
存
。
本
来
即
今
。

並
ロ
提
本
有
。
不
須
用
守
。
煩
悩
本
無
。
不
須
用
除
。

蜜
知
自
照
。
苗
内
法
錦
如
。
無
蹄
無
受
。
絶
親
忘
守
。

四
徳
不
生
。

三
身
本
有
。
六
根
封
境
。
分
別
非
識
。

一
心
無
妄
。
寓
縁
調
直
。
心
性
本
湾
。

同
居
不
携
。



無
生
順
物
。
随
慮
幽
棲
。
党
由
不
覚
。
即
覚
無
賛
。
得
失
雨
透
。
誰
論
好
悪
。

一
切
有
震
。
本
無
造
作
。

知
心
不
心
。
無
病
無
薬
。
迷
時
捨
事
。
悟
罷
非
異
。
本
無
可
取
。
今
何
用
棄
。
謂
有
魔
興
。
言
内
エ
象
備
。

莫
滅
凡
情
。
唯
教
息
意
。
意
無
心
滅
。
心
無
行
絶
。
不
用
設
空
。
自
然
明
徹
。
滅
議
生
死
。
冥
心
入
理
。

関
目
見
相
。
心
隠
境
起
。
心
底
無
境
。
境
庭
無
心
。
将
心
滅
境
。
彼
此
由
侵
。
心
寂
境
如
。
不
選
不
拘
。

境
随
心
滅
。
心
隠
境
無
。
雨
慮
不
生
。
寂
静
虚
明
。
窓
口
提
影
現
。
心
水
常
静
。
徳
性
如
態
。
不
立
親
疎
。

一
切
不
憶
。
永
日
如
夜
。
永
夜
如
日
。
外
似
頑
器
。
内
心
虚
員
。

封
境
不
動
。
有
力
大
人
。
無
人
無
見
。
無
見
常
現
。
通
達
一
切
。
未
嘗
不
遍
。
思
惟
稀
昏
。
氾
凱
精
魂
。

将
心
止
動
。
繭
押
止
鞠
奔
。
蔦
法
無
所
。
唯
有
一
門
。
不
入
不
出
。
非
静
非
喧
。
整
問
縁
組
児
。
知
日
不
能
論
。

寵
辱
不
祭
。
不
揮
所
居
。
諸
縁
頓
息
。

牛頭山初祖法融禅師『心銘J詮釈

寅
無
一
物
。
妙
智
濁
存
。
本
際
虚
沖
。
非
心
所
窮
。
正
覚
無
用
見
。
員
空
不
空
。
三
世
諸
例
。
皆
乗
此
宗
。

此
宗
豪
末
。
沙
界
合
容
。
一
切
莫
願
。
安
心
無
慮
。
無
慮
安
心
。
虚
明
白
露
。
寂
静
不
生
。
放
磯
縦
横
。

所
作
無
滞
。
去
住
皆
平
。
慧
日
寂
寂
。
定
光
明
明
。
照
無
相
苑
。
朗
浬
築
城
。
諸
縁
忘
畢
。
詮
神
定
質
。

不
起
法
座
。
安
眠
虚
室
。
集
道
悟
然
。
優
遊
異
質
。
無
信
用
無
得
。
依
無
自
出
。
四
等
六
度
。
同
一
一
東
路
。

心
若
不
生
。
法
無
差
互
。
知
生
無
生
。
現
前
常
住
。
智
者
方
知
。
非
言
詮
悟
。

訓
読
文

心
性
は
生
ぜ
ず
。
何
ぞ
知
見
を
須
ひ
ん
。
本
と
一
法
も
無
し
。
誰
か
黒
錬
を
論
ぜ
ん
。

往
返
し
て
端
無
く
、
追
尋
す
る
も
見
ず
。

一
切
作
す
こ
と
莫
く
ん
ば
、
明
寂
、
自
ら
現
ず
。
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前
際
は
空
の
如
き
も
、
知
処
に
宗
に
迷
ふ
。
分
明
に
境
を
照
ら
さ
ば
、
照
に
随
っ
て
冥
蒙
た
り
。
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一
心
、
滞
る
こ
と
有
ら
ば
、
諸
法
、
通
ぜ
ず
。
去
来
、
自
ら
爾
り
。
胡
ぞ
推
窮
を
仮
ら
ん
。

生
に
生
相
無
し
。
生
、
照
は

一
同
な
り
。
心
の
浄
な
る
こ
と
を
欲
得
さ
ば
、
無
心
に
功
を
用
ひ
ょ
。

縦
横
に
し
て
照
ら
す
こ
と
無
き
を
、
最
も
微
妙
と
為
す
。
法
を
知
ら
ん
も
知
る
無
し
。
知
る
無
け
れ
ば
要
を
知
る
。

心
を
将
て
静
を
守
る
は
、
猶
ほ
未
だ
病
を
離
れ
ず
。
生
死
、
忘
懐
せ
ば
、
即
ち
是
れ
本
性
な
り
。

至
理
は
詮
す
る
こ
と
無
く
、
解
に
非
ず
纏
に
非
ず
0

・
案
通
し
て
物
に
応
じ
、
常
に
目
前
に
在
り
。

目
前
に
物
無
し
。
物
無
け
れ
ば
宛
然
た
り
。
知
目
撃
を
労
せ
ず
し
て
、
体
、
自
ら
虚
玄
な
り
。

念
起
こ
り
念
滅
す
る
も
、
前
後
に
別
無
し
。
後
念
生
ぜ
ず
ん
ば
、
前
念
自
ら
絶
ゆ
。

三
世
に
物
無
く
、

心
無
く
仏
無
し
。
衆
生
は
無
心
な
り
。

無
心
に
依
っ
て
出
づ
。

凡
聖
を
分
別
せ
ば
、
煩
悩
、
転
た
盛
ん
な
り
。
計
校
す
れ
ば
常
に
一
邪
き
、
真
を
求
む
れ
ば
正
に
背
く
。

双
ら
対
治
を
濃
さ
ば
、
湛
然
と
し
て
明
浄
な
り
。
功
巧
を
須
ひ
ず
。
嬰
児
の
行
を
守
る
。

健
慢
と
し
て
了
知
せ
ば
、
見
網
、
転
た
禰
る
。
寂
寂
と
し
て
見
無
く
ん
ば
、
暗
室
に
も
移
ら
ず
。

健
慢
と
し
て
妄
無
く
ん
ば
、
寂
寂
と
し
て
明
亮
な
り
。
万
象
は
常
真
、
森
羅
は

一
相
な
り
。

去
来
坐
立
、

一
切
執
す
る
こ
と
莫
れ
。
決
定
し
て
方
無
く
ん
ば
、
誰
か
出
入
を
為
さ
ん
。

合
す
る
こ
と
無
く
散
ず
る
こ
と
無
く
、
遅
な
ら
ず
疾
な
ら
ず
。
明
寂
自
然
に
し
て
、
言
及
す
べ
か
ら
ず
。

心
に
異
心
無
し
。
食
淫
を
断
ぜ
ざ
れ
。
性
、
空
な
ら
ば
、
自
ら
離
れ
、
任
運
に
浮
沈
す
。

清
に
非
ず
濁
に
非
ず
、
浅
に
非
ず
深
に
非
ず
。
本
来
は
古
に
非
ず
、
見
在
は
今
に
非
ず
。

見
在
は
住
す
る
こ
と
無
く
、
見
在
は
本
心
な
り
。
本
来
は
存
せ
ず
、
本
来
は
即
今
な
り
。

菩
提
は
本
と
よ
り
有
り
。
家
駅
く
守
る
べ
か
ら
ず
。
煩
悩
は
本
と
よ
り
無
し
。
即
応
駅
く
除
く
べ
か
ら
ず
。

霊
知
、
自
ら
照
ら
し
、
万
法
、
如
に
帰
す
。
帰
無
く
受
無
く
、
観
を
絶
っ
て
守
る
こ
と
を
忘
る
。



四
徳
、
生
ぜ
ず
、
三
身
、
本
と
よ
り
有
す
。
六
根
、
境
に
対
す
る
に
、
分
別
す
る
は
識
に
非
ず
。

一
心
、
妄
無
く
ん
ば
、
万
縁
、
調
直
た
り
。
心
性
は
本
と
斉
し
。
同
に
居
り
て
携
へ
ず
。

生
ず
る
こ
と
無
く
し
て
物
に
順
ひ
、
随
処
に
幽
棲
す
。
覚
は
不
覚
に
由
る
。
即
覚
は
覚
無
し
。

得
失
の
両
辺
、
誰
か
好
悪
を
論
ぜ
ん
。

一
切
の
有
為
は
、
本
と
造
作
無
し
。

心
の
心
な
ら
、
さ
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
病
無
く
薬
無
し
。
迷
ふ
時
に
は
事
を
捨
つ
る
も
、
悟
り
罷
ら
ば
異
な
る
に
非
ず
。

本
と
取
る
べ
き
無
し
。
今
、
何
を
用
て
か
棄
て
ん
。
有
と
謂
は
ば
、
魔
、
輿
り
、
空
と
言
ふ
も
、
象
、
備
は
る
。

凡
情
を
滅
す
る
こ
と
莫
れ
。
唯
だ
意
を
息
め
し
む
る
の
み
。
意
、
無
な
ら
ば
、
心
、
滅
し
、
心
、
無
な
ら
ば
、
行
、
絶
す
。

空
を
証
す
る
こ
と
を
用
ひ
ず
ん
ば
、
自
然
に
明
徹
な
り
。
生
死
を
滅
尽
し
、
心
を
冥
に
し
て
理
に
入
る
。

目
を
開
き
て
相
を
見
れ
ば
、
心
、
境
に
随
っ
て
起
る
。
心
処
に
境
無
く
、
境
処
に
心
無
し
。

心
を
将
て
境
を
滅
す
る
は
、
彼
此
、
由
ほ
侵
す
が
ご
と
し
。
心
、
寂
な
ら
ば
、
境
、
如
た
り
。
遺
ら
ず
拘
ら
ず
。

'I二頭1l1初j祖法制！禅師『心銘』詮釈

境
は
心
に
随
っ
て
滅
し
、
心
は
境
に
随
っ
て
無
な
り
。
両
処
、
生
ぜ
ず
、
寂
静
に
し
て
虚
明
な
り
。

菩
提
、
影
現
し
、
心
水
、
常
に
清
ら
か
な
り
。
徳
性
は
愚
の
如
く
、
親
疎
を
立
て
ず
。

寵
辱
に
も
変
ぜ
ず
、
居
る
所
を
択
ば
ず
。
諸
縁
、
頓
に
息
み
、

一
切
憶
せ
ず
。

永
田
は
夜
の
如
く
、
永
夜
は
日
の
如
し
。
外
、
頑
臨
に
似
た
る
も
、
内
心
は
虚
真
な
り
。

境
に
対
し
て
動
ぜ
ざ
る
は
、
有
力
の
大
人
な
り
。
人
無
く
ん
ば
見
無
く
、
見
無
く
ん
ば
常
に
現
ず
。

一
切
に
通
達
し
て
、
未
だ
嘗
て
遍
か
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
思
惟
す
れ
ば
転
た
昏
く
、
精
魂
を
泊
乱
す
。

心
を
将
て
動
を
止
む
れ
ば
、
転
た
止
ま
り
転
た
奔
る
。
万
法
は
所
無
し
。
唯
だ
一
門
有
る
の
み
。

入
ら
ず
出
で
ず
。
静
に
非
ず
喧
に
非
ず
。
声
聞

・
縁
覚
は
、
智
、
論
ず
る
こ
と
能
は
ず
。
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笑
に
一
物
も
無
し
。
妙
智
、
独
り
存
す
る
の
み
。
本
際
は
虚
沖
に
し
て
、
心
の
窮
む
る
所
に
非
ず
。
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正
覚
は
覚
無
く
、
真
空
は
空
な
ら
ず
。
三
世
の
諸
仏
は
皆
、
此
の
宗
に
乗
ず
。

此
の
宗
は
豪
末
な
る
も
、
沙
界
を
含
容
す
。

一
切
顧
る
こ
と
莫
れ
。
心
を
安
ず
る
に
処
無
し
。

処
と
し
て
心
を
安
ん
ず
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
虚
明
、
自
ら
露
る
。
寂
静
に
し
て
生
ぜ
ず
、
放
臓
に
し
て
縦
横
た
り
。

所
作
、
滞
る
こ
と
無
く
、
去
住
、
皆
平
ら
か
な
り
。
慧
日
、
寂
寂
と
し
て
、
定
光
、
明
明
た
り
。

無
相
の
苑
を
照
ら
し
、
浬
繋
の
城
を
朗
ら
か
に
す
。
諸
縁
、
忘
れ
畢
っ
て
、
神
を
全
ふ
し
質
を
定
む
。

法
座
よ
り
起
た
ず
し
て
虚
室
に
安
眠
し
、
道
を
楽
し
む
こ
と
悟
然
と
し
て
、
真
実
に
優
遊
す
。

為
す
こ
と
無
く
得
る
こ
と
無
く
、
無
に
依
っ
て
自
ら
出
づ
。
四
等
・
六
度
、

一
乗
の
路
を
同
じ
く
す
。

心
若
し
生
ぜ
ず
ん
ば
、
法
に
差
互
無
し
。
生
の
生
無
き
こ
と
を
知
ら
ば
、
現
前
に
常
住
す
。

智
者
に
し
て
方
め
て
知
る
、
言
詮
の
悟
る
に
非
ざ
る
こ
と
を
。

和
訳
文

（

3
）
心
性
は
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
ど
う
し
て
知
識
見
解
を
用
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
来
何
ら
の
法
も
無
い
。
誰
が

（
こ
の
心
性
の
）
蒸

修
練
行
を
論
じ
よ
う
。

（
心
性
は
）
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
果
て
し
が
無
く
、
追
い
求
め
て
い
っ
て
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
切
の
事
を
為
し
さ
え
し
な
け
れ

ば
、
明
寂
（
な
る
境
地
）
が
自
ず
と
現
前
す
る
。

3
過
ぎ
去
っ
た
境
界
は
空
と
等
し
い
が
、
（
そ
の
境
界
を
）
知
っ
た
時
に
宗
旨
に
迷
う
。
は
っ
き
り
と
対
象
に
心
を
向
け
た
な
ら
ば
、

そ
の

心
に
従
っ
て
蒙
昧
と
な
る
。

一
心
に
凝
滞
す
る
こ
と
が
有
っ
た
な
ら
ば
、
諸
々
の
法
は
融
通
し
な
い
。
（
心
の
）
往
来
と
い
う
も
の
は
、

そ
れ
自
体
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
。



推
尋
し
て
窮
め
る
必
要
な
ど
は
な
い
。

〈

sv
（
心
が
）
生
ず
る
こ
と
に
生
ず
る
と
い
う
あ
り
方
は
無
い
。
生
ず
る
こ
と
と
対
象
を
認
識
す
る
こ
と
と
は
同
じ
も
の
だ
（
か
ら
〉
。
心
の

清
浄
な
る
こ
と
を
求
め
る
の
な
ら
、
無
心
に
修
行
せ
よ
。

自
由
自
在
で
あ
っ
て
対
象
に
心
を
向
け
る
こ
と
が
無
い
の
は
、
と
り
わ
け
、
奥
深
く
測
り
知
り
難
い
も
の
で
あ
る
。
法
を
知
ろ
う
と
し
て
も
知

り
ょ
う
が
無
く
、
知
る
こ
と
が
無
い
か
ら
こ
そ
精
髄
を
知
る
。

心
で
も
っ
て
静
寂
を
守
ろ
う
と
す
る
の
は
、
や
は
り
ま
だ
（
空
）
病
か
ら
離
れ
て
は
お
ら
ぬ
。
生
死
の
迷
い
を
す
っ
か
り
と
忘
れ
去
っ
た
な
ら

ば
、
そ
れ
こ
そ
が
本
性
だ
。

AS
V

究
極
の
真
理
〈
心
性
）

は
解
説
し
よ
う
が
無
く
、
解
脱
し
て
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
纏
縛
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
霊
妙
に
感
通
し

て
諸
物
に
応
じ
、
常
に
自
の
前
に
在
る
。

（
と
は
い
う
も
の
の
、
）
自
の
前
に
事
物
は
無
い
。
事
物
が
無
い
か
ら
こ
そ
あ
り
の
ま
ま
だ
。
智
慧
で
以
っ
て
鑑
み
る
ま
で
も
な
く
、

そ
れ

／｜：顕lL1初相法f~！l!tI静岡i 『心銘』詮釈

自
体
虚
霊
玄
妙
だ
。

〔

7

）念
慮
が
生
じ
て
そ
れ
が
ま
た
滅
し
て
も
、
前
の
も
の
と
後
の
も
の
と
に
違
い
は
無
い
。
後
の
念
慮
が
（
続
い
て
）
生
じ
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
先
に
生
じ
た
念
慮
は
自
ら
消
滅
す
る
。

過
去
・
現
在
・
未
来
壬
旦
っ
て
万
物
は
無
く
、
心
も
無
く
仏
も
無
い
。
衆
生
は
（
本
来
）
無
心
で
あ
る
。
無
心
に
依
っ
て
出
離
す
る
。

凡
と
聖
と
を
思
惟
分
別
し
た
な
ら
ば
、
煩
悩
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
、ば
か
り
。
計
り
較
べ
た
な
ら
ば
常
に
そ
む
き
、
真
理
を
求
め
た
な
ら

ば
正
に
そ
む
く
。

一
つ
一
つ
対
当
し
て
正
す
や
り
方
を
ど
ち
ら
も
な
く
し
て
し
ま

っ
た
な
ら
ば
、
澄
ん
で
清
ら
か
と
な
る
。
修
行
の
巧
妙
さ
は
必
要
な
い
。
嬰

児
の
行
を
守
る
の
み
。

21 

明
ら
か
に
認
識
し
た
な
ら
ば
、
見
解
の
網
は
広
が

っ
て
行
く
ば
か
り
。
寂
然
と
し
て
見
解
が
無
か

っ
た
な
ら
ば
、
暗
く
誰
も
い
な
い
部
屋
で
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も
移
り
変
わ
り
は
し
な
い
。

明
ら
か
に
妄
念
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
寂
然
と
し
て
清
浄
だ
。
森
羅
万
象
は
永
遠
な
る
真
如
の
唯
一
絶
対
の
姿
な
の
だ
。

行
く
に
も
来
る
に
も
坐
る
に
も
立
つ
に
も
、
決
し
て
執
着
し
て
は
な
ら
ぬ
。
絶
え
て

（
心
の
）
趣
く
所
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
誰
が
出
た
り

入
っ
た
り
し
よ
う
。

合

一
す
る
こ
と
も
散
逸
す
る
こ
と
も
無
く
、
遅
く
も
な
け
れ
ば
速
く
も
な
い
。
澄
み
わ
た
っ
て
静
寂
で
あ
り
、
言
葉
で
は
言
い
表
し
得
な
い
。

5
心
に
は
そ
れ
以
外
の
別
の
心
な
ど
無
い
。
（
だ
か
ら
、
）
貧
欲
を
断
じ
よ
う
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
心
そ
の
も
の
が
空
で
あ
る
な
ら
ば
、

（貧

欲
か
ら
）
自
ず
と
離
れ
、
（
あ
と
は
）
心
の
行
く
に
任
せ
て
浮
き
沈
み
す
る
だ
け
だ
。

清
浄
で
も
綴
濁
で
も
な
く
、
浅
く
も
な
け
れ
ば
深
く
も
な
い
。

〈9
）「
本
来
」
と
い
う
の
は
古
の
こ
と
で
は
な
く
、
「
見
在
」
と
い
う
の
は
今

の
こ
と
で
は
な
い
。

「
見
在
」
は
と
ど
ま
る
こ
と
は
な
く
、
「
見
在
」
は
本
来
の
心
で
あ
る
。

「本
来
」
は
存
在
せ
ず
、

「本
来
」
と
は
こ
の
今
現
在
そ
の
ま
ま
で

あ
る
。菩
提
は
も
と
よ
り
具
有
し
て
い
る
。
守
る
に
は
及
、
ば
ぬ

3
0
煩
悩
は
も
と
よ
り
存
在
し
な
い
。
除
く
ま
で
も
な
い
。

｛日
｝霊
妙
な
る
知
日
経
一応
が
自
ら
（
万
物
を
〉
照
ら
し
出
し
、
全
て
の
法
が
あ
り
の
ま
ま
の
状
態
に
復
帰
す
る
。
（
し
か
し
、）
そ
の
帰
っ
て
い
く

も
の
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
も
の
も
無
い
。
観
察
す
る
こ
と
や
守
り
摂
め
る
こ
と
を
も
忘
絶
す
る
。

｛ロ）

（常

・
楽

・
我
・
浄
の
）
四
転
倒
は
生
ぜ
ず
、
（
仏
身
・
応
身
・
法
身
の
）

三
身
は
も
と
よ
り
具
わ
っ
て
い
る
。
（
眼
・
耳

・
鼻

・
舌
・

身
・
意
の
）
六
根
が
対
象
に
対
し
た
時
に
、
分
別
す
る
の
は
識
で
は
な
い
。

（日一

心
に
妄
念
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
、
全
て
の
対
象
は
調
和
し
て
正
直
と
な
る
。
心
性
は
本
来
平
等
で
あ
り
、
（
差
別
の
万
象
と
）

一
緒
に

お
り
な
が
ら
も
そ
れ
ら
を
携
え
て
行
く
こ
と
は
な
い
。

（
そ
れ
は
）
生
ず
る
こ
と
な
く
し
て
万
物
に
順
応
し
、

あ
ら
ゆ
る
所
で
人
知
れ
ず
存
在
し
て
い
る
。
「
覚
し
た
」
と
い
う
の
は

（
真
に
）
覚



し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
起
る
。
即
今
た
だ
今
の
覚
に
覚
は
無
い
。

得
る
こ
と
と
失
う
こ
と
と
い
う
両
極
端
に
つ
い
て
、
だ
れ
が
そ
の
善
し
悪
し
を
論
じ
よ
う
。
全
て
の
為
ら
れ
た
も
の
に
は
本
来
作
す
と
い
う

こ
と
は
無
い
。

（
い
わ
ゆ
る
）

（
真
の
）

心
で
な
い
こ
と
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
病
も
無
け
れ
ば
薬
も
無
い

OB
迷
い
に
あ
る
時
に
は
万
事
を
放
下
す

IL、
-/J~ 

る
が
、
悟
っ
て
し
ま
え
ば
（
事
物
と
）
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
取
り
得
る
も
の
な
ど
な
い
。
今
、
ど
う
し
て
棄
て
た
り
し
よ
う
か

0
5

（
対
境
が
）
「
有
だ
」
と
言
っ
た
な
ら
ば
魔
が
興
起
し
、

「
空
だ
」
と
言
っ
て
も
（
自
の
前
に
）
万
象
は
悉
く
存
し
て
い
る
。

｛時
）
あ
り
き
た
り
の
心
情
を
滅
し
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
意
を
消
滅
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
。
意
が
無
と
な
っ
た
な
ら
ば
心
が
滅
し
、
心
が
無

と
な
っ
た
な
ら
ば
（
そ
の
心
の
）
働
き
が
断
絶
す
る
。

「
空
」
を
悟
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
自
然
に
澄
み
渡
る
。
生
死
の
迷
い
を
滅
し
尽
く
し
、
心
に
冥
符
し
て
真
理
に
悟
入
す
る
。

LI二期山初祖法制！？単師 『心銘』詮釈

眼
を
開
け
て
事
物
の
姿
形
を
見
れ
ば
、
心
は
そ
の
対
象
に
応
じ
て
生
じ
る
。
（
だ
が
、
）
心
の
方
に
は
対
象
は
無
く
、
対
象
の
方
に
は
心
は
無

し、。（
そ
れ
な
の
に
、〉
心
で
も
っ
て
対
象
を
減
し
よ
う
と
い
う
の
は
、
互
い
に
侵
害
し
あ
う
よ
う
な
も
の
だ
。
心
が
静
寂
と
な
っ
た
な
ら
ば
、
対

象
は
あ
り
の
ま
ま
と
な
る
。
取
り
除
く
こ
と
も
し
な
け
れ
ば
拘
り
合
う
こ
と
も
し
な
い
。

｛む
対
象
は
心
に
従
っ
て
滅
し
、

Jし、
は

（
そ
の
）
対
象
と
と
も
に
無
と
な
る
。
（
そ
し
て
、
心
も
対
象
も
）
ど
ち
ら
も
生
じ
ず
、
静
寂
で
虚
明

と
な
る
。

窓
口
提
は
姿
を
現
わ
し
、
水
の
如
き
心
は
常
に
静
寂
だ
。
性
質
は
愚
者
の
よ
う
で
あ
り
、
親
し
く
す
る
こ
と
も
疎
ん
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

名
誉
を
得
て
も
恥
辱
を
蒙
っ
て
も
変
移
せ
ず
、
居
る
所
を
棟
択
し
な
い

0
3
諸
々
の
対
象
が
た
ち
ま
ち
消
え
失
せ
て
、
如
何
な
る
も
の
を

23 

も
記
憶
し
な
い
。
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限
り
な
く
長
い
昼
は
夜
に
等
し
く
、
限
り
な
く
長
い
夜
は
昼
に
等
し
い
。
外
見
は
愚
鈍
の
よ
う
で
あ
る
が
、
内
心
は
虚
明
で
真
実
だ
。

対
境
に
対
し
て
動
揺
し
な
い
の
は
力
量
の
有
る
大
人
物
だ
。
人
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
見
解
が
無
く
、
見
解
が
無
か
っ
た
な
ら
ば
（
真
理
は
）

常
に
現
前
す
る
。

一
切
の
事
物
に
通
達
し
、
遍
満
し
て
限
り
な
い

O
B
思
惟
分
別
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
昏
迷
し
、
精
神
を
昏
沈
さ
せ
た
り
散
乱
さ
せ

た
り
す
る
。

あ）
心
で
も
っ
て
動
き
回
る
も
の
を
止
め
よ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
止
ま
っ
た
か
と
思
え
ば
ま
た
奔
り
出
す
。
全
て
の
法
に
は
そ
の
あ
る
べ
き

所
と
い
う
も
の
は
無
い
。
た
だ
一
つ
の
門
が
有
る
だ
け
だ
。

（
し
か
し
な
が
ら
、
）
入
ら
ず
出
で
ず
、
静
か
で
も
な
け
れ
ば
騒
々
し
い
の
で
も
な
い
。
声
門
・
縁
覚
の
智
慧
で
は
到
底
論
ず
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

実
に
何
ら
の
事
物
も
無
い
。
霊
妙
な
る
智
慧
が
独
り
存
る
だ
け
だ
。
真
実
の
境
界
は
空
虚
沖
漢
で
あ
っ
て
、
心
に
よ
っ
て
窮
め
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

｛幻
）
「
正
覚
」
に
は
覚
す
る
と
い
う
こ
と
は
無
く
、
「
真
空
」
は

（
い
わ
ゆ
る
）
「
空
」

で
は
な
い
。
三
世
の
諸
仏
達
は
誰
も
が
み
な
こ
の
教

え
に
よ
っ
て
悟
り
を
得
る
。

こ
の
教
え
は
極
め
て
微
細
で
あ
る
が
、
世
界
中
を
包
み
容
れ
る

0
8
決
し
て
顧
て
は
な
ら
ぬ
。
（
こ
の
世
に
）
心
を
安
ん
ず
べ
き
所
は
無
い
。

ど
こ
に
も
心
を
安
ん
じ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
虚
霊
明
白
な
る
世
界
が
自
ず
と
顕
現
す
る
。
寂
静
で
あ
っ
て
生
ず
る
こ
と
な
く
、
心
が
広
々
と

し
て
自
由
自
在
で
あ
る
。

立
ち
居
振
る
舞
い
は
凝
滞
す
る
こ
と
が
無
く
、
行
く
も
と
ど
ま
る
も
す
べ
て
平
等
だ
。
知
日
慧
の
目
ざ
し
と
禅
定
の
光
明
と
が
寂
然
と
し
て
明

ら
か
だ
。
（
そ
し
て
、
）
無
相
浬
繋
の
城
苑
を
明
ら
か
に
照
ら
し
出
す
。
諸
々
の
対
象
を
す
っ
か
り
と
忘
れ
去
っ
て
、
き
精
神
を
全
う
し
て
本
質
を
定



め
る
。説
法
の
座
よ
り
起
ち
上
が
る
こ
と
な
く
何
も
な
い
部
屋
で
安
ら
か
に
眠
り
、
ゆ
っ
た
り
と
道
を
楽
し
ん
で
、
真
実
の
世
界
を
遊
戯
す
る
。

為
す
こ
と
も
無
く
得
る
こ
と
も
無
く
、
（
そ
の
）
無
に
依
っ
て
自
ら
出
離
す
る
。
（
慈
・
悲
・
喜
・
捨
の
）
四
無
量
心
も
、
（
布
施
・
持
戒

・

忍
辱

・
精
進
・
禅
定

・
智
慧
の
）
六
波
羅
蜜
も
唯
一
無
二
の
道
に
等
し
い
。

｛
包
心
が
も
し
生
じ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
諸
々
の
法
が
相
違
う
こ
と
は
な
い
。
（
心
が
）
生
ず
る
こ
と
に

（
本
来
）
生
ず
る
と
い
う
こ
と
が
無

い
こ
と
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
（
明
寂
な
る
境
地
が
）
目
の
当
り
に
常
住
す
る
。
（
こ
れ
が
）
言
語
や
文
章
で
悟
り
得
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
は
、

智
者
で
あ
っ
て
こ
そ
分
る
の
だ
。

証
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（

1
）
 

法

融

伝

『

五

燈

合
一元
』
品
位
第
二
牛
頭
山
法
融
禅
師
伝

牛
頭
山
法
融
禅
師
な
る
者
は
、
潤
州
延
陵
の
人
な
り
。
姓
は
章
氏
。
年
十
九
に
し
て
、
学
、
経
史
に
通
ず
。
尋
い
で
大
部
般
若
を
閲
し
、
真
空
に
暁

逮
せ
り
。
忽
ち
一
目
、
歎
じ
て
臼
く
、

「儒
道
は
世
典
に
し
て
究
党
の
法
に
非
ず
。
般
若
は
正
観
に
し
て
出
世
の
舟
航
な
り
。
」
と
。
遂
に
茅
山
に
隠
れ
、

師
に
投
じ
て
落
髪
せ
り
。
後
、
牛
頭
山
の
幽
桜
寺
の
北
磁
の
石
室
に
入
る
や
、
百
鳥
御
花
の
異
有
り
。
み
づ

か

底
の
貞
観
中
に
、
四
祖
、
遥
に
気
象
を
観
、
彼
の
山
に
奇
異
の
人
有
る
こ
と
を
知
れ
ば
、
乃
ち
朗
自
ら
目
的
訪
す
。
寺
僧
に
問
ふ
に
、
「
此
の
聞
に
道
人

有
り
や
否
や
。
」
と
。
臼
く
、
「
出
家
の
見
、
那
箇
か
是
れ
道
人
な
ら
ざ
る
。
」
と
。
祖
臼
く
、
「
阿
那
箇
か
是
れ
道
人
な
る
。
」
と
。
僧
対
ふ
る
無
し
。
別

僧
日
く
、
「
此
よ
り
山
中
を
去
る
こ
と
十
毘
ば
か
り
に
、
一
瀬
融
有
り
。
人
を
見
る
も
起
た
ず
、
亦
合
掌
も
せ
ず
。
是
れ
道
人
な
る
こ
と
莫
き
や
。
」
と
。

組
、
遂
に
山
に
入
り
、
附
（
法
融
）
の
端
坐
す
る
こ
と
自
如
と
し
て
、
出
て
顧
る
所
鰍
き
を
見
る
。
祖
、
間
ふ
て
白
く
、
「
此
に
在
っ
て
甚
感
を
か
作
す
。
」

と
。
師
臼
く
、
「
心
を
観
る
。
」
と
。

四
祖
道
信
は

i

向
上
書

遂
に
祖
（
道
信
）
を
引
き
て
庵
所
に
至
る
。

（

2
）
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賂
を
遺
る
に
、

唯
だ
虎
狼
の
類
を
見
る
の
み
。
祖
、
乃
ち
両
手
を
挙
げ
て
怖
勢
を
作
す
。
師
（
法
融
〉
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L
ば
・り
〈

日
く
、
「
猶
ほ
這
箇
有
り
。
」
と
。
組
日
く
、
「
這
簡
と
は
是
れ
英
一
度
ぞ
。
」
と
。
師
、
語
無
し
。
少
選
し
て
、
祖
、
却
っ
て
師
が
宴
坐
す
る
石
上
に
一
仏

字
を
官
官
す
。
師
、
之
を
観
て
練
然
た
り
。
祖
日
く
、
「猶
ほ
這
箇
有
り
。
」
と
。
師
、
未
だ
悟
ら
ざ
れ
ば
、
稽
首
し
て
真
要
を
説
か
ん
こ
と
を
請
ふ
。
（
中

略）
師
（
法
融
）
臼
く
、
「
心
既
に
具
足
せ
ば
、
何
者
か
是
れ
仏
ぞ
、
何
者
か
是
れ
心
ぞ
。
」
と
。
姐
（
道
信
）
日
く
、
「
心
に
非
ず
ん
ば
仏
を
問
は
ず
、
仏

を
問
ふ
は
心
な
ら
ず
ん
ば
非
ず
。
」
と
。
師
日
く
、

「既
に
観
行
を
作
す
を
許
さ
ざ
れ
ば
、
境
の
起
こ
る
時
に
於
て
、
心
、
如
何
が
対
治
せ
ん
。
」
と
。
祖

日
く
、

「境
縁
に
好
醜
無
し
。
好
醜
は
心
よ
り
起
る
。
心
、
若
し
強
い
て
名
づ
け
ず
ん
ば
、
妄
情
、
何
に
従
り
て
か
起
き
ん
。
妄
情
、
既
に
起
き
ず
ん
ば
、

真
心
、
編
く
知
る
に
任
す
。
汝
、
但
だ
心
に
随
っ
て
自
在
に
し
て
、
復
た
対
治
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
即
ち
、
常
住
法
身
、
変
異
有
る
無
し
と
名
づ
く
。

吾
、
燦
大
師
よ
り
頓
教
の
法
門
を
受
け
、
今
、
汝
に
付
す
。
汝
、
今
諦
か
に
吾
が
一
士
一
口
を
受
け
、
只
だ
此
の
山
に
住
せ

0
1」
と
。

（
3
）

心

性

は

1

本
詩
頒
の
眼
目
で
あ
る
心
性
、
即
ち
、
人
人
本
来
具
足
の
仏
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て
説
く
。
『
心
銘
』
で
は
、
心
は
主
と
し
て
、
こ
の

本
来
心
た
る
心
性
と
、
そ
れ
が
外
界
の
対
象
に
向
う
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
衆
生
の
分
別
心
・
煩
悩
心
と
に
分
け
て
説
か
れ
る
。
こ
の
心
性
は
、
生
一滅

の
世
界
を
超
え
た
絶
対
の
存
在
で
あ
り
、
自
己
の
思
慮
分
別
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
見
解
に
よ
っ
て
求
む
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
「
雷
同
錬
」
は
諜
修
練
行
。

心
を
修
む
べ
き
対
象
と
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
香
を
焚
き
染
め
る
よ
う
に
、
徐
々
に
影
響
を
与
え
よ
う
と
努
力
し
修
行
す
る
こ
と
。
本
来
一
法
も
存
在

し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
修
む
べ
き
心
と
い
う
も
の
な
ど
も
無
い
と
い
う
意
。
全
篇
を
通
じ
て
、
真
実
の
あ
り
方
を
外
に
向
っ
て
求
め

る
の
で
は
な
く
、
虚
妄
な
る
意
念
を
断
絶
し
て
内
な
る
本
心
に
復
帰
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
4
）
過
ぎ
去
っ
た
境
界
は

i

眼
前
の
境
界
は
剃
那
に
生
じ
て
は
ま
た
剃
那
に
滅
し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
し
、
一
瞬
た
り
と
も
留
ま
る
こ
と
は
な
い

が
、
そ
の
境
界
を
実
な
る
も
の
と
し
て
回
定
的

・
観
念
的
に
は
っ
き
り
と
捉
え
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
実
の
境
界
と
自
己
の
観
念
と
の
間
に
軍

離
を
起
こ
し
、
そ
れ
ら
眼
前
の
諸
法
の
根
源
た
る
心
性
に
迷
う
こ
と
。

「宗
」
は
宗
旨
。
大
本
、
教
え
根
本

（
5
）
生
ず
る
こ
と
に

i

心
が
生
起
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
は
、
心
が
生
起
し
た
と
い
う
あ
り
方
な
ど
無
く
、
有
る
の
は
た
だ
そ
の
心
が
対
象
を
認
識

し
て
い
る
と
い
う
事
実
だ
け
で
あ
り
、
従
っ
て
、
心
の
清
浄
を
求
め
る
の
な
ら
ば
、
対
象
に
向
う
そ
の
心
の
方
を
無
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
tζ

。

（6
）
究
極
の
真
理
は

1

『
五
燈
曾
元
』

三
祖
僧
燦
伝
に
は
次
の
よ
う
に
一言
う。

随
の
開
皇
十
二
年
壬
子
の
歳
に
至
っ
て
、
沙
弥
道
信
有
り
。
年
始
め
て
十
四
に
し
て
、
来
り
て
祖
に
礼
し
て
日
く
、

「願
は
く
は
和
尚
、
慈
悲
も
て
解

脱
の
法
門
を
乞
与
せ
ん
こ
と
を
。
」
と
。
祖
臼
く
、
「
誰
か
汝
を
縛
す
る
。
」
と
。
日
く
、
「
人
の
縛
す
る
無
し
。
」
と
。
祖
臼
く
、
「
何
ぞ
更
に
解
脱
を
求

む
る
や
。
」
と
。
信
、

一一一一口下
に
於
て
大
悟
せ
り
。
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（

7
）
 

円

L

（
随
の
開
皇
十
二
年
壬
子
の
歳
（
9
）
に
、
見
習
僧
の
道
信
と
い
う
者
が
い
た
。
年
は
十
四
に
な
っ
た
ば
か
り
で
、
や
っ
て
来
て
三
祖
（
僧
燦
）
に
礼

p
h
U
 

拝
し
て
言
う
に
は
、
「
ど
う
か
和
尚
様
、
慈
悲
の
お
心
で
解
脱
の
法
門
を
お
授
け
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
よ
（
「
解
脱
」
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、
）
三
担
、

「
誰
が
お
ま
え
を
縛
っ
て
お
る
。
」
道
信
、
「
誰
も
縛
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
よ

三
祖
、
「
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
そ
の
上
ま
た
解
脱
な
ど
求
め
る
の
だ
。
」
道

信
は
そ
の
言
葉
が
ま
だ
終
ら
ぬ
聞
に
大
悟
し
た
。
）

ま
た
、

『
信
心
銘
』

に
は
、
「
智
者
は
無
為
な
り
。
愚
人
は
自
ら
縛
す
。
」
と
一
言
う
。
至
極
の
道
理
（
真
心
）
は
言
語
で
は
表
現
で
き
ず
、
解
脱
と
か
束

縛
と
か
い
っ
た
あ
り
方
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

念
慮
が
生
じ
て
j

心
性
は
不
生
で
あ
る
か
ら
、
念
躍
が
生
じ
て
ま
た
滅
し
て
も
心
性
そ
の
も
の
に
変
わ
り
が
有
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
こ
念

を
続
い
で
極
り
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
を
戒
し
め
る
。

心
に
は

1

自
己
の
心
と
は
別
に
、
外
か
ら
や
っ
て
来
る
客
鹿
煩
悩
な
る
も
の
が
有
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
清
浄
か
染
汚
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、

全
て
そ
の
心
の
あ
り
方
次
第
で
あ
る
。
も
し
強
い
て
こ
れ
を
断
じ
よ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
却
っ
て
「
心
を
将
て
境
を
滅
す
る
」
こ
と
に
な
る
。

「
本
来
」
は

i

「
見
在
」

は
現
在
。
現
在
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
は
、
「
ム
己
と
い
う
場
に
そ
の
ま
ま
留
ま
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、

「
本
来
」

と
い
う
の
は
、
「
古
」
か
ら
あ
る
も
の
と
い
う
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
「
本
来
あ
る
も
の
」
と
し
て
存
在
す
る
の
で
も
な
い
。
い
ず
れ
も
、
「
古
」

・
「ムこ

と
い
っ
た
あ
り
方
を
越
え
た
、
利
那
利
那
の
本
来
、
む
そ
の
も
の
を
指
す
。

「
須
用
」
は
一
定
要

i
。
必
ず

1
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。

霊
妙
な
る
智
慧
が

1

『
信
心
銘
』
で
は
、
「
虚
明
白
照
、
不
努
心
力
。
非
思
畳
一
施
、
識
情
難
測
。
」
（
空
虚
な
る
光
明
が
自
ら
（
万
物
を
）
照
ら
し

出
し
、
意
識
を
働
か
せ
る
ま
で
も
な
い
。
分
別
思
量
を
超
え
た
そ
こ
は
、
知
識
や
見
解
で
は
到
底
測
り
難
い
。
）
と
一
言
う
。
全
て
の
法
が
分
別
思
量
を
超

え
た
真
如
の
世
界
に
復
帰
す
る
こ
と
を
一
言
う
。

内
販
倒
は
生
ぜ
ず

i

「
四
等
」
は
四
顛
倒
。
無
常

・
苦

・
無
我

・
不
浄
で
あ
る
も
の
を
、
常

・
楽

・
我

・
浄
で
あ
る
と
考
え
る
誤
っ

た
見
解
。

「三
身
」
は
、
法
身
l
仏
の
悟
り
そ
の
も
の
。
報
身
l
菩
薩
が
願
と
行
と
に
報
わ
れ
て
得
る
仏
身
。
応
身
｜
衆
生
を
導
く
為
に
相
手
に
応
じ
て
現
れ
る
仏

の
身
体
。
「
六
恨
射
境
、
分
別
非
識
」
と
は
、
眼

・
耳

－

a・
舌

・
身

・
訟
と
い
う
六
つ
の
感
党
器
官
が
、
色

・
声

・
香

・
味

・
触

・
法
と
い
う
六

つ
の
対
象
と
合
し
て
、
見

・
山
・
映
・
味
・
触
・
知
と
い
う
六
つ
の
識
別
作
用
を
生
ず
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
識
別
さ
れ
た
も
の
が
「
実
に
有
る
」

と
妄
分
別
す
る
の
は
誌
の
識
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
明
鏡
が
事
物
を
映
し
出
し
て
何
の
時
げ
も
無
い
よ
う
に
、
あ
る
が
ま
ま
の
境
地
で
あ
る
こ
と
を

き
口う。

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）

（は）
（日）

一
心
に
妄
念
が

i

『
信
心
銘
』

で
は
、

「契
心
平
等
、
所
作
倶
息
。
狐
疑
悲
母
、
正
心
調
直
」
（
心
に
契
合
し
て
平
等
と
な
っ
た
な
ら
ば
、

は
か
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ら
い
の
心
は
全
て
消
え
失
せ
る
。
狐
の
よ
う
な
疑
い
は
す
っ
か
り
と
な
く
な
り
、
正
し
い
心
が
調
っ
て
正
直
と
な
る
。
）
と
言
う
。

（M
）
迷
い
に
あ
る
時
は

1

主
・
客
・
相
対
の
迷
い
の
最
中
に
あ
る
時
は
全
て
の
事
物
が
煩
悩
の
も
と
と
な
る
が
、
一
た
び
悟
っ
た
な
ら
ば
、
全
て
は
自

己
の
心
性
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。

（日）

「有
だ
」
と
言
っ
た
な
ら
ば
j

対
境
が

「有」

だ
と
言
っ
た
な
ら
ば
事
物
を
実
に
存
在
す
る
も
の
と
認
め
て
し
ま
い
、
も
と
よ
り
不
可
で
あ
る

が
、
そ
れ
で
は
、
そ
れ
を
「
空
」
だ
と
一
一一一口
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
や
は
り
諸
々
の
事
物
は
現
に
自
の
前
に
悉
く
備
っ
て
い
る
。
取
る
べ
き
も
の
も
捨
て
る

べ
き
も
の
も
無
い
対
境
に
対
し
て
、
そ
れ
を
「
有
」
だ
「
空
」
だ
な
ど
と
“
認
め
て
執
着
し
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
。

あ
り
き
た
り
の

i

こ
の
凡
夫
の
心
が
そ
の
ま
ま
仏
の
心
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
強
い
て
滅
す
る
必
要
は
無
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
凡
情
を
煩
悩

へ
と
導
き
、
常
に
動
き
回
っ
て
止
ま
な
い
意
念
の
方
を
滅
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
、
の
意
。
『
五
燈
命
日
元
』
菩
提
達
磨
の
章
の
「
少
林
別
記
」
に
は
次

の
よ
う
に
吾一
口う。

（日）
（げ）

別
記
に
云
く
、
「
狙
（
達
磨
）
、
初
め
少
林
寺
に
居
る
こ
と
九
年
、
二
祖
（
慧
可
）
の
為
に
法
を
説
く
に
、
祇
だ
、
外
、
諸
縁
を
息
め
、
内
、
心
に

哨
ぐ
こ
と
無
く
、
心
、
脳
壁
の
如
く
し
て
、
以
て
道
に
入
る
べ
し
、
と
教
ふ
。
慧
可
、
種
種
に
心
性
を
説
く
も
、
曽
て
未
だ
理
に
契
は
ず
。
祖
、
祇
だ

其
の
非
を
遮
す
る
の
み
に
し
て
、
為
に
無
念
の
心
体
を
説
か
ず
。

可
、
忽
ち
臼
く
、

「我
、
巳
に
諸
縁
を
息
め
り
。
」
祖
臼
く、

「
断
滅
を
成
じ
去
る
こ
と

莫
き
や
否
や
。
」
可
臼
く
、
「断
滅
を
成
ぜ
ず
。
」
祖
日
く
、
「
此
れ
は
是
れ
諸
仏
の
伝
ふ
る
所
の
心
体
な
り
。
更
に
疑
ふ
こ
と
勿
れ
。
」

対
象
は
心
に
j

『信
心
銘
』
で
は
、
「能
随
境
減
、
境
逐
能
沈
。
境
由
能
境
、
能
由
境
能
。
欲
知
雨
段
、
元
日
疋
一
空
。
」
（
能
縁
（
対
象
を
捉
え
る

心
の
働
き
）
は
対
境
と
と
も
に
滅
し
、
対
境
は
能
縁
を
逐
っ

て
沈
没
す
る
。
「
対
境
」
と
い
う
の
は
、
（
そ
れ
を
把
捉
す
る
）
能
縁
が
あ
る
か
ら
こ
そ
対

境
と
し
て
成
り
立
ち
、
「
能
縁
」
と
い
う
の
は
、
（
そ
の
ま
観
を
作
用
さ
せ
る
べ
き
〉
対
境
が
有
る
か
ら
こ
そ
能
縁
と
し
て
存
在
す
る
。
（
能
縁
と
対
境
と

の
）
二
つ
の
も
の
を
知
り
た
い
の
な
ら
、
（
そ
れ
ら
は
〉
本
来
唯
一
無
二
の
空
で
あ
る
。
）
と
一
言
う
。
主
観
と
客
観
と
が
共
に
存
在
し
な
い
、
寂
静
無
相

な
る
空
の
境
地
が
現
前
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

諸
々
の
対
象
が

i

『
信
心
銘
』
で
は
、

「
一
切
不
留
、
無
可
記
憶
」
（
如
何
な
る
物
も
後
に
残
ら
ず
、
記
憶
す
べ
き
も
の
も
無
い
。
）
と
ニ一一
史
ノ
。
諸
々

の
縁
と
す
べ
き
対
象
が
た
ち
ま
ち
消
滅
し
、
何
ら
記
憶
す
べ
き
物
が
無
い
こ
と
。

思
惟
分
別
す
れ
ば

i

『
信
心
銘
』
で
は
、
「
迷
生
絞
胤
、
悟
無
好
悪
」
（
迷
っ
た
な
ら
ば
寂
滅
と
散
乱
（
と
い
う
両
極
端
）
を
引
き
起
こ
す
が
、

悟
っ
た
な
ら
ば
善
し
悪
し
（
と
い
う
練
択

・
相
対
）
は
無
く
な
る
。
）
と
言
う
。
事
物
を
分
別
判
断
し
て
思
惟
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
い
っ
そ
う
寂
滅
と
か

散
乱
と
か
い
う
状
態
を
引
き
起
こ
し
、
本
来
の
心
の
あ
り
方
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
。

心
で
も
っ
て

1

『
信
心
銘
』
で
は
、
「
止
動
帰
止
、
止
更
鳴
動
」
（
動
い
て
い
る
も
の
を
止
め
て
静
止
の
状
態
に
戻
そ
う
と
し
て
も
、
止
ま
っ
た

（国）
（凶）

（初）
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（幻）

か
と
思
え
ば
ま
た
ま
す
ま
す
動
い
て
行
っ
て
し
ま
う
。
）
と
言
う
。
動
き
回
っ
て
い
る
も
の
を
心
で
も
っ
て
強
い
て
止
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
を
追
い
か
け
て
行
く
心
の
方
を
熔
滅
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
。
「
一
門
」
は
、
外
界
の
対
象
が
そ
こ
か
ら
入
り
、
ま
た
出
て
行
く
門
、
即
ち
、
外
境
を
捉

え
、
認
識
す
る
一
心
の
こ
と
。

「
正
覚
」
に
は
j

「
正
覚
」
（

gBσ
a
E
仏
の
悟
り
）
に
は
何
か
を
覚
し
た
と
い
う
あ
り
方
は
無
く
、
「
真
空
」
（
r
鰹
mw

真
実
の
空
。
一
切

を
宅
だ
と
す
る
そ
の
「
空
」
も
ま
た
空
で
あ
る
こ
と
。
）
は
い
わ
ゆ
る

「空」

で
は
な
い
。

「一ニ
世
諸
側
、
皆
衆
此
宗
」
に
つ
い
て
は
、

『信
心
名
』
で
は
、

「不
二
皆
問
、
無
不
包
界
。
十
万
句
者
、
皆
入
此
宗
。
」
（
「
不
二」

で
あ
る
な
ら
ば
全
て
が
平
等
だ
。
何
も
包
み
込
ま
れ
ぬ
も
の
は
無
い
。
世
界
中
の
智

者
は
殺
も
が
皆
こ
の
宗
旨
に
入
る
。
）
と
言
う。

決
し
て
顧
て
は

i

「
安
心
無
蕗
」
に
つ
い
て
は
、
『
締
高
僧
侍
』
倉
第
十
六
菩
提
達
摩
伝
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

三
に
は
無
所
求
行
と
名
づ
く
。
世
人
は
長
く
迷
ふ
て
処
処
に
貧
著
す
。
之
を
名
づ
け
て
求
と
為
す
。
道
士
は
真
を
悟
り
、
理
と
し
て
俗
と
反
す
。
心

を
安
ん
じ
て
為
す
こ
と
無
く
ん
ば
、
形
、
運
る
に
随
っ
て
転
ず
。
三
界
は
皆
苦
な
り
。
誰
か
安
き
を
得
ん
。
経
に
臼
く
、
「
求
む
る
こ
と
有
る
は
皆
苦
な

り
。
求
む
る
こ
と
無
き
は
乃
ち
楽
な
り
。
」
と
。
〈
世
の
人
々
は
長
い
聞
に
百
一っ

て
迷
い
、
至
る
所
で
貧
若
の
念
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
を

「求
」
と

一一一一回
う
。
道
を
修
め
る
者
は
兵
実
を
悟
り
、
道
理
に
従
っ
て
世
俗
と
異
っ
た
生
き
方
を
す
る
。
心
を
落
ち
着
け
て
し
ま
っ
て
平
穏
無
事
で
何
も
し
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
身
体
は
時
の
巡
る
に
従
っ
て
移
ろ
い
変
わ
っ
て
い
く
だ
け
だ
。
こ
の
全
世
界
は
全
て
「
苦
」
だ
。
（
そ
こ
で
）
何
者
が
安
楽
を
得
ょ
う
。
経

典
に
は
言
う、

『求
め
る
こ
と
が
有
る
の
は
全
て
苦
だ
。
求
め
る
こ
と
が
無
い
こ
と
こ
そ
が
（
真
の
）
楽
な
の
だ
。
』
と
。
）

精
神
を

i

も
と
「
詮
神
定
質
」
。
宋
版
高
麗
本
『
景
徳
侍
燈
録
』
（
東
呉

・
緯
道
原
著
）
の
「
全
神
定
質
」
に
依
っ
て
解
す
。

心
が
も
し

1

冒
頭
の

「
一
心
有
滞
、
諸
法
不
通
」
、
及
び

「一

心
無
妄
、
万
縁
調
直
」
を
再
び
言
い
換
え
て
本
詩
頒
を
締
め
括
る
。
『
信
心
銘
』

で
は
、

「一

心
不
生
、
万
法
無
鉛
」
（
些
か
の
分
別
心
も
生
じ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
全
て
の
法
に
径
は
無
く
な
る
。
）
、
ま
た
、
「
言
語
道
断
、
非
去
来
今
」

（
一
守
口
組
川
と
い
う
手
段
は
断
絶
し
、
過
去

・
未
来
・
現
在
（
と
い
っ
た
あ
り
方
）
を
超
え
て
い
る
。
）
と
言
う
。

（幻）
（お）

（

M
）
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